
参
加
者
募
集
の
コ
ー
ス

●
い
き
い
き
Ａ
コ
ー
ス
…
体
操
、ダ
ン
ス
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

●
い
き
い
き
Ｂ
コ
ー
ス
…
体
操
を
中
心
に
リ
ズ
ム
運
動
な
ど

●
い
き
い
き
Ｃ
コ
ー
ス
…
概
ね
80
歳
以
上
の
方
や
体
力
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
方
向
け
の
体
操
な
ど

●
高
齢
者
ミ
ニ
デ
イ
セ
ン
ト
ー
…
公
衆
浴
場（
銭
湯
）を
利
用
し
て
、軽
い
体
操
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、入
浴
な
ど

●
特
別
講
座
…「
男
性
い
き
い
き
」「
イ
ス
で
い
き
い
き
」「
は
じ
め
て
の
い
き
い
き
」な
ど

募
集
案
内
書
を
確
認
し
て
、往
復
は
が
き
で
２
月
29
日（
水
）ま
で（
消
印
有
効
）に
高

齢
者
支
援
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所
不
要
）。な
お
、募
集
案
内
書
は「
募
集
案

内
書
配
布
場
所
」の
ほ
か
、下
記
の
募
集
案
内
書
あ
り
の
開
催
会
場
に
も
置
い
て
あ
り

ま
す
。（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
年
齢
の
高
い
順
に
選
考
）

無
理
な
く
体
を
動
か
し
楽
し
く
運
動

い
き
い
き
健
康
教
室

広
報
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今週号の紙面から

　

市
で
は
「
い
き
い
き
健
康
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
適
度
に
体
を
動
か
し
、
体
の
健
康
と
介
護
予
防
に

役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
楽
し
み
な

が
ら
仲
間
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
対
象
は
65
歳

以
上
（
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
の
生
ま
れ
）
の
方
で
、
医
師
か

ら
運
動
の
制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
方
、
会
場
ま
で
自
力
で
通
え
る

方
で
す
。
新
た
に
Ｃ
コ
ー
ス
を
加
え
、
会
場
を
18
カ
所
、
定
員
を

７
５
０
人
増
や
し
て
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
無
理
な
く
体
を
動
か
し
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

☎
３
３
４
・
１
１
５
１
高
齢
者
支
援
課

●まごころ道路の募集 ……… 2面
●3月30日発行の市川市民
　まちづくり債の利率が決定…3面
●市政戦略会議「施設のあり方について
　 （施設の有効活用にかかる公開検討会）」の
　 答申及び対応方針……………4-5面
●子育て応援HOLIDAY……6面
●子どもに人気の人形劇団
　プークによる上演 ………… 8面

2012年（平成24年）
毎月第１・第３土曜日発行 2月4日  NO.1441 市川市の常住人口（1月1日現在） ▶ 471,955人（前月比－863人）

男 240,561人  女 231,394人  217,915世帯（前月比－478） 【外国人9,182人】

大気中の放射線量 市では、シンチレーション式サーベイメータを用いて、大気中の放射線量の測定を実施しています。
測定結果については、随時市公式Ｗｅｂサイトで公表しています。 　　　　　　  （環境保全課）市公式Ｗｅｂサイトで測定値を公表

募集案内書配布場所
高齢者支援課、 地域福祉支援課、 福祉課、大柏出張所、

市川駅行政サービスセンター、南行徳市民センター、中山窓口連絡所

募集案内書のある会場 募集案内書のない会場

開催会場 ※お問い合わせは高齢者支援課にお願いします。各会場ではお受けできません。

公民館

菅野・東部・若宮・西部
大野・行徳・幸・曽谷
柏井・南行徳・本行徳・市川
信篤・鬼高・市川駅南

いきいき
センター

大洲・市川・田尻・北方
宮久保・鬼越・福栄・本館
北国分・南行徳

地域
ふれあい館

鬼越鬼高・市川
富美浜・行徳・本八幡
香取・大野

男女共同参画センター
市川市スポーツセンター
塩浜市民体育館
塩浜まちかど健康サロン

塩焼小学校
松香園
百合台幼稚園
大洲幼稚園
新浜幼稚園
健康増進センター
勤労福祉センター本館
急病診療・ふれあいセンター
保健医療福祉センター
南行徳保健センター
平田集会所
根本自治会館
稲荷木自治会館

大町会館
二俣自治会館
クリーンスパ市川
ＪＡ市川市本店
やまぶき園
ケアハウスユリダイ
医師会館
柳湯
石乃湯
月の湯
寿湯
松の湯

使用施設 登録・更新手続窓口 手続きに必要なもの
テニスコート
・国府台（硬式・ソフト）
・塩浜市民体育館
・福栄スポーツ広場
・菅野終末処理場
・行徳中央公園
・塩焼中央公園
・クリーンセンター

・市川市スポーツセンター☎３７３-３１１１
・塩浜市民体育館☎３９８-２３１１
・福栄スポーツ広場☎３９８-０６０６
・菅野終末処理場☎３２５-０１４４
・行徳支所総務課☎３５９-１１１４
・クリーンセンター☎３２８-２３２６
（注）菅野終末処理場、 総務課、クリーンセンター
の受け付けは月～金曜日の午前９時～午後５時

①登録番号（更新の方）・パスワード
②スポーツ施設使用者登録申請書★
③住所の確認できるもの
　（免許証・保険証・住基カードなど）
④学生証（学生の場合）
　※登録は中学生以上から

使用施設 登録・更新手続窓口 手続きに必要なもの
野球
・国府台球場
・江戸川河川敷野球場
・福栄スポーツ広場

・市川市スポーツセンター
  ☎３７３-３１１１
・塩浜市民体育館☎３９８-２３１１
・信篤市民体育館
（体育館・原木公園運動広場のみ可）
☎３２７-６３３６
・中国分スポーツ広場
（体育館のみ不可）☎３７２-５８５５
・福栄スポーツ広場
（体育館のみ不可）☎３９８-０６０６

①登録番号（更新の方）・パスワード
②スポーツ施設使用者登録申請書★
③団体名簿★（必要事項を記入したもの）
　※団体全員の名簿をご用意ください。

④住所の確認できるもの
　（免許証・保険証・住基カード）
　※代表者及び連絡責任者の方の住
所確認をいたします。

⑤社員（学生）証明書（★）または
　全員の社員（学生）証
　※市内事業所及び市内学校単位での
　　チームの場合に必要となります。

サッカー
・江戸川河川敷サッカー場
スポーツ広場
・中国分スポーツ広場
・青葉少年スポーツ広場
・原木公園運動広場
体育館
・国府台市民体育館
・塩浜市民体育館
・信篤市民体育館

　市スポーツ施設の「使用者登録」を行っている方は登録・更新手続きを忘れずに
してください。有効期限を更新しないと、４月１日以降に施設予約の申し込みができな
くなりますので、ご注意ください。また、４月１日より体育館施設の予約申し込みが「施
設予約システム」にてできるようになります。　　　　　 ☎３７３-３１１２スポーツ課

※手続きの必要書類等は、必ず申請者本人が直接窓口へお持ちください。★印の用紙は、市公式Webサイトよりダウンロードできます。
※団体登録について／団体代表者及び連絡責任者の方の住所を確認させていただきます。中学生以下の団体については、20歳以上の指導者や保護者などが団体代表者及び連絡責任者として登録してください。
※1団体の複数に分けての登録はできません。

スポーツ施設の「使用者登録」 手続き忘れずに

ほど良い運動でストレス解消にも効果（東部公民館）
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00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

冷
蔵
倉
庫
の
認
定

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
評
価
基

準
の
改
正
で
、非
木
造
建
物
の「
冷

凍
倉
庫
用
の
も
の
」を「
冷
蔵
倉
庫

用
の
も
の
」に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、

倉
庫
の
経
年
減
点
区
分
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。次
の
要
件

全
て
に
該
当
す
る
冷
蔵
倉
庫
を
所

有
し
て
い
る
方
は
、２
月
29
日（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
冷
蔵
倉
庫
】

保
管
温
度
が
常
時
10
度
以
下
に
保

た
れ
て
い
る
こ
と
。木
造
以
外
で
あ
る

こ
と
。倉
庫
自
体
が
冷
蔵
機
能
を
有

し
て
い
る
こ
と
。冷
蔵
倉
庫
部
分
の

面
積
が
建
物
の
延
床
面
積
の
50
％

以
上
あ
る
こ
と
。　

☎
３
３
４・１
１
２
１
固
定
資
産

税
課
家
屋
担
当

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
廃
車・名
義
変
更

の
手
続
き
は
３
月
30
日
ま
で
に

【
１
２
５㏄
以
下
の
バ
イ
ク・
小
型
特

殊
自
動
車
等
】

納
税
課
、
税
務
課
、南
行
徳

市
民
セ
ン
タ
ー

【
１
２
５㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
】

☎
０
５
０・５
５
４
０・２
０
２
４
習

志
野
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

【
四
輪
の
軽
自
動
車
】

☎
０
４
７・４
６
１・６
６
０
０
軽
自

動
車
検
査
協
会
千
葉
事
務
所
習
志

野
支
所　
　
　
　
　

 

（
市
民
税
課
）

行
政
書
士
等
に
よ
る

成
年
後
見
無
料
相
談
会

２
月
17
日（
金
）午
後
1
時
〜

４
時市

川
公
民
館

☎
３
０
０・５
０
５
０
千
葉
県
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
市
川
支
部（
門

田
）　　
　
　
（
地
域
福
祉
支
援
課
）

相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る

生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く

年
金
の
税
務
上
の
取
り
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

「
遺
族
の
方
が
年
金
と
し
て
受
給
す

る
生
命
保
険
金
等
の
う
ち
、相
続
税

の
課
税
対
象
と
な
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
、所
得
税
の
課
税
対
象
に
な
ら

な
い
」と
す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決

を
受
け
、過
去
５
年
分
以
内
の
納
め

過
ぎ
て
い
る
所
得
税
に
つ
い
て
、還
付

手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た

び
、過
去
５
年
分
を
超
え
平
成
12
年

分
以
降
の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る

所
得
税
相
当
額
に
つ
い
て
も
、特
別

還
付
金
と
し
て
支
給
す
る
制
度
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、市・県
民
税

に
つい
て
も
、3
月
16
日（
金
）か
ら
還

付
の
手
続
き
の
受
け
付
け
を
し
ま

す
。詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と
＝
☎

３
３
４・１
１
１
６
市
民
税
課
、所
得

税
に
関
す
る
こ
と
＝
☎
３
３
５
・ 

４
１
０
１
市
川
税
務
署

個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

『
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』は
、東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
借
入
金
を
返
す
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た（
ま
た
は
そ
の

お
そ
れ
の
あ
る
）被
災
者
の
債
務
整

理
と
生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め

の
仕
組
み
で
す
。震
災
の
影
響
に
よ

る
借
入
金
の
負
担
な
ど
で
お
悩
み
の

方
は
、運
営
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。☎０

１
２
０・３
８
０・８
８
３
個
人

版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委

員
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
危
機
管
理
課
）

市
役
所
３
階
第
1
委
員
会
室

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

こ
の
日
を
機
に
、北
方
領
土
の
返
還

要
求
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「“
い
つ
か
”を“
今
”に
。日
本
の
国

土
、北
方
領
土（
平
成
23
年
度
北
方

領
土
に
関
す
る
標
語
入
選
作
品
）」

（
総
務
課
）

市
川
市
江
戸
川
左
岸
流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
計
画
変
更
の
案
の
縦
覧

下
水
道
法
施
行
令
第
３
条
の
規
定

に
基
づ
き
、市
川
市
江
戸
川
左
岸
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
計
画
変

更
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。な
お
、

同
期
間
中
に
案
に
係
る
意
見
を
受

け
付
け
ま
す
。

２
月
６
日（
月
）〜
20
日（
月
）午

前
９
時
〜
午
後
５
時

河
川・下
水
道
整
備
課

☎
３
３
２・８
７
４
３
同
課
計
画
担
当

分
／
市
役
所
３
階
第
２
委
員
会
室

（
地
域
福
祉
支
援
課
）

◆
防
災
会
議

２
月
９
日（
木
）午
後
２
時
〜
３
時
30

分
／
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会

議
室
／
先
着
10
人
※
会
議
当
日
に

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
危
機
管
理
課
）

◆
介
護
保
険
地
域
運
営
委
員
会

２
月
９
日（
木
）午
後
１
時
30
分（
受

け
付
け
は
15
分
前
）／
市
役
所
３
階

第
２
委
員
会
室
／
10
人
程
度

（
介
護
保
険
課
）

◆
社
会
教
育
委
員
会
議

２
月
９
日（
木
）午
後
３
時
〜
５
時

（
受
け
付
け
は
15
分
前
か
ら
）／
教
育

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
／
５
人
程
度

（
生
涯
学
習
振
興
課
）

◆
社
会
福
祉
審
議
会

２
月
10
日（
金
）午
前
９
時
30
分
／

市
役
所
3
階
第
5
委
員
会
室

（
高
齢
者
支
援
課
）

◆
農
業
委
員
会

２
月
20
日（
月
）午
後
１
時
30
分
／

 

お
知
ら
せ

２
月
市
議
会
定
例
会
を
開
会

２
月
13
日（
月
）午
後
１
時
か
ら
開
会

予
定
で
す
。初
日
は
市
長
に
よ
る
平

成
24
年
度
施
政
方
針
と
議
案
説
明

が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
後
休
会
し
、２

月
21
日（
火
）の
午
前
10
時
か
ら
代

表
質
疑
が
始
ま
り
ま
す
。傍
聴
を
希

望
す
る
方
は
、日
程
な
ど
を
お
問
い

合
わ
せ
の
う
え
、市
役
所
６
階
の
傍

聴
受
け
付
け
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、代
表
質
疑
の
模
様
は
当
日
の

午
後
７
時
頃
か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｎ
市
川（
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
）で
放
映
予
定
で
す
。ま
た
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
議
の
生
中
継
と

録
画
放
送
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

傍
聴
し
よ
う

〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会

２
月
７
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30

行徳地区2月4日〜3月31日
（雨天などのため変更することもあります）

週1回、市がごみステーションで回収する缶・ビンとは異なります。

行徳以外の地区は2月18日号に掲載します。
☎334-1111清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話378-5310電話のかけ間違いに注意！

※印は祝日を除く

2月11日（祝）は、「プラスチック製容器包装類」土曜収集地区のみ収集があります。その他「資源物とごみ」の収集は休みです。

【自治会】
幸１丁目（缶ビン） ·······2／16、3／1・15
幸２丁目（缶ビン） ·······2／16、3／1・15
塩浜市営住宅（紙布） ····2／19、3／18
　〃　（缶ビン） ··········2／10・24、3／9・23
塩焼３丁目ちどり（紙布） ··2／12、3／11　
下新宿（紙布） ············2／4
　〃　（缶ビン） ··········2／7・21、3／6・20

宝１丁目（紙布） ··········3／1
　〃　（缶ビン） ··········2／16、3／1・15

【子ども会】
相之川（缶ビン） ·········2／7・21、3／6
新井（紙布） ················2／27、3／26
　〃　（缶ビン） ·············2／13・27、3／12・26
伊勢宿（紙布） ············2／14、3／13
入船（紙布） ················2／16、3／15
欠真間１丁目（紙布） ··2／21、3／20
　　〃　 （缶ビン） ··2／7・21、3／6
香取１丁目（紙布） ·····2／13、3／12
　　〃　（缶ビン） ·····2／13・27、3／12・26
行徳ハイムサルビア（缶ビン） ··毎週火曜日※
塩焼５丁目かもめ（紙布） ··2／16、3／15
　　〃　 （缶ビン） ··2／16、3／1・15
島尻（紙布） ················2／27、3／26
　〃　（缶ビン） ··············2／13・27、3／12・26
末広（紙布） ················2／18、3／17　
宝２丁目イルカ（紙布） ··3／1
　   〃　   （缶ビン） ··2／16、3／1・15

東行徳（紙布） ············2／25、3／24
　〃　（缶ビン） ············2／16、3／1・15
福栄かもめ（紙布） ·····2／5・19、3／4・18
富美浜（紙布） ············2／19、3／18
湊新田（紙布） ············2／17、3／16

【ＰＴＡ】
塩浜小学校（紙布） ···2／4・18、3／3・17
　　〃　 （缶ビン） ···毎週金曜日※
新浜小学校（紙布） ···毎週火曜日※
　　〃　 （缶ビン） ···2／6・20、3／5・19
福栄小学校（紙布） ···2／17、3／16
　　〃　 （缶ビン） ···2／17、3／2・16
富美浜小学校（紙布） ··2／24、3／23
　　〃　 （缶ビン） ··2／17、3／2・16
南新浜小学校（紙布） ··2／10、3／9
　　〃　 （缶ビン） ··2／6・20、3／5・19

【高齢者クラブ】
塩焼２丁目はまみち（紙布） ··2／16、3／15
　　 〃　  （缶ビン）··2／16、3／1・15
香り会（缶ビン）···········2／10・24、3／9・23

ま
ご
こ
ろ
道
路
の
募
集

募集
内容  

（1）提供幅員 １．５ｍ～２．０ｍ
（現況幅員が4ｍ未満の道路で
まごころゾーン全幅５.５ｍ～６.０ｍ）

（2）延長 10．０ｍ～12．０ｍ 

道路
条件  

（1）４ｍ未満の幅員の道路。
（2）自動車の１時間当たりの交

通量が30台以上であり、かつ、自動
車、原動機付自転車及び軽車両の１
時間当たりの交通量と人の１時間当た
りの通行量との和が１００以上である。

設置要望については２名以上の連
名となります。また、自己の所有する土
地をまごころゾーンとして協力していた
だける方。

住所、氏名、電話番号、土地の所在地を書
き、３月16日（金）必着で道路建設課（〒２７２-
８５０１※住所不要）へ郵送または持参。
※受け付け後、調査・選定し結果を通知。提供
していただく場合、市において境界確定、測
量、登記を行います。また用地については、市
が買い取ります。
※詳しくは市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

☎３３４-１４７３道路建設課

　市では、狭い道でも安全にすれ
違えるよう、待避スペース「まごころ
ゾーン」を部分的に設ける『まごころ
道路整備事業』を進めています。そ
こで、地域からの「まごころゾーン」
設置要望を募集します。また、「まご
ころゾーン」として活用できる土地
提供も併せて募集します。

ま
ご
こ
ろ
道
路
の
募
集

2
月
25
日（
土
）午
後
2
時
〜

4
時
30
分（
開
場
は
30
分
前
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
７
階

先
着
１
０
０
人

☎
３
３
２・０
１
０
０
国
際
交

流
協
会　
　
　

  （
国
際
交
流
課
）

　

市
内
に
は
約
１
２
，０
０
０
人
の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。異
国

で
大
き
な
災
害
に
遭
遇
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
と
な
る

か
、一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
演 

「
災
害
時
の
外
国
人
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
～
外
国
人
の
視
点
か
ら
～
」

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ 

「
ご
存
知
で
す
か
？『
や
さ
し
い
日
本
語
』」

災
害
時
の
外
国
人
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
月
18
日（
土
）午
後
１
時

千
葉
商
科
大
学
本
館
７
階
大
会
議
室

先
着
１
０
０
人
※
要
事
前
申
し
込
み

住
所・氏
名・電
話
番
号
を
書
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３
７
３・９
９
５
８
）ま
た
は

電
話（
☎
３
２
０・８
６
６
７
）で
千
葉

商
科
大
学
地
域
連
携・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課
）

基
調
講
演「
放
射
能
汚
染
に
つ
い
て
考
え
る
」と
防
災
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｕ
Ｃ
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

３・11
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教
訓

—

災
害
に
お
け
る
地
域
と
大
学
と
の
関
係
に
つ
い
て—

☎３３４-１４２７建築審査課

測量分筆登記に対する一部補助　
一律２０万円

舗装側溝等整備に対する一部補助
限度額８０万円

　建築に伴う幅４ｍ未満の道路におけるセッ
トバック部分を市に寄付していただける場合、
測量分筆登記費用や整備費用の一部を助
成します。事前協議は随時受け付けしていま
す。市公式Ｗｅｂサイトをご覧いただくか建築
審査課へお問い合わせください。

　道路に面した危険な状態にあるコンクリー
トブロック塀の撤去・改修・補強について助成
をおこなっています。詳細は建築指導課まで
お問い合わせください。

　幅員４ｍ未満の道路（建築基準法第４２条第
２項道路）に接した敷地で建築等をする際、原則
道路中心から２ｍの後退（セットバック）が必要で
す。後退部分については建築はもちろん、門や塀
の設置もできません。また、建築確認申請が不要
の場合や、門や塀だけの工事であっても後退が
必要となりますのでご注意ください。

狭あい道路に接した敷地での
建築に対する注意点

☎７０４-０２７４建築指導課

狭あい道路対策事業補助金

危険コンクリートブロック塀等対策事業補助金
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与
有
り（
年
２
回
）、交
通
費
全
額
支

給加
入
保
険
等 

社
会
保
険（
社
会
保

険
、厚
生
年
金
保
険
、介
護
保
険
）、

雇
用
保
険・労
災

勤
務 

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
、原
則

午
後
1
時
〜
７
時
、 

土
曜
日・夏
季・

冬
季
学
校
休
業
期
間
な
ど
は
午
前

８
時
か
ら
勤
務
有
り 

※
交
代
制

２
月
６
日（
月
）〜
17
日（
金
）電

話
申
し
込
み
後
に
社
会
福
祉
協
議
会

（
東
大
和
田
１
の
２
の
10
）に
来
所

☎
３
２
０・３
１
２
４
同
協
議
会

非
常
勤
職
員

①
一般
事
務
②
事
務（
障
害
者
）

の
登
録
者

願
書（
履
歴
書
）を
送
ら
れ
た
方
は
、

人
事
課
で
登
録
を
行
い
、勤
務
条
件

に
合
う
仕
事
が
あ
っ
た
場
合
に
面
接

な
ど
の
連
絡
を
し
ま
す
。※
看
護

師
、保
健
師
な
ど
の
資
格
職
も
登
録

受
け
付
け
中
。

勤
務
内
容 

①
②
窓
口
電
話
応
対
お

よ
び
入
力
作
業
な
ど
の
事
務

勤
務 

①
②
市
役
所
及
び
そ
の
他
市

施
設

資
格 

①
パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド・エ
ク

セ
ル
）経
験
の
あ
る
方
②
上
記
に
加

え
、障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

時
給 

①
② 

９
２
０
円
〜

①
履
歴
書（
写
真
付
）に
勤
務
可

能
な
曜
日（
土・日
曜
日・祝
日・夜
間

の
可
否
）・時
間
帯
、社
会
保
険
の
加

入
・
未
加
入
の
希
望
を
記
入
し
、人

事
課
へ
郵
送（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※

住
所
不
要
）ま
た
は
持
参
※
②
上
記

記
載
内
容
の
ほ
か
、備
考
欄
な
ど
に

障
害
の
程
度
を
記
入

☎
３
３
４・１
１
０
２
人
事
課

平
成
24
年
度
第
１
期（
４
〜
６
月
）

「
文
化
の
広
場
」使
用
団
体

八
幡
市
民
談
話
室
２
階｢

文
化
の
広

場｣

で
作
品
展
示
を
希
望
す
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。な
お
、展
示
専
用

の
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
い
た
め
、設
備
が

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、搬
出

入
、設
営
及
び
展
示
中
の
監
視
は
団

体
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

展
示
期
間（
搬
出
入
を
含
む
）　

①
４
月
２
日（
月
）〜
８
日（
日
）②
５

月
１
日（
火
）〜
６
日（
日
）③
14
日

（
月
）〜
20
日（
日
）④
21
日（
月
）〜

27
日（
日
）⑤
29
日（
火
）〜
６
月　

３
日（
日
）⑥
４
日（
月
）〜
10
日（
日
）

⑦
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）⑧
26
日

（
火
）〜
７
月
１
日（
日
）

過
半
数
が
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
で
構
成
さ
れ
る
文
化
活
動
団

体
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

展
示
内
容
、希
望
す
る
展
示
期

間
番
号（
第
３
希
望
ま
で
）、団
体

名
、連
絡
先（
担
当
者
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
）を
記
載
し
た
文
書
と
団

体
名
簿（
氏
名・住
所
記
載
）を
２
月

15
日（
水
）必
着
で
文
化
振
興
課

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
４
の
２

の
５
の
２
０
１
い
ち
か
わ
情
報
プ
ラ

ザ
）に
郵
送
ま
た
は
持
参
。２
月
末
ま

で
に
結
果
を
通
知

☎
３
０
０・８
０
２
０
同
課

平
成
24
年
度

保
育
ク
ラ
ブ
指
導
員

35
〜
40
人
程
度

雇
用
期
間 

４
月
１
日（
日
）〜
平
成

25
年
３
月
31
日
※
見
習
期
間
有
り
、

勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
有
り

給
与
等 

月
額
１
４
０
，０
０
０
円
、賞

換
会「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
物
・
設
備
の
改

修
と
管
理
組
合
の
取
り
組
み
」

南
行
徳
市
民
談
話
室

市
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

の
役
員
、居
住
の
方

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
３
９
９・９
９
３
５
市

川
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連
絡
協

議
会☎

３
３
４・１
３
３
６
地
域
街
づ
く

り
推
進
課

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」に
ご
協
力
を

市
川
市
や
全
国
の“
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
”に
生
か
す
た
め
、市
民
の
防
犯

に
対
す
る
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。対
象

に
な
っ
た
方
に
は
、２
月
中
旬
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。   （
防
犯
課
）

 

募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

２
月
25
日（
土
）・3
月
3
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
※
小
雨
決

行
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
JR
総
武
線

高
架
下
）

営
利
を
目
的
と
し
な
い
市
内
在

住
者
、抽
選
で
各
日
30
人

往
復
は
が
き（
1
世
帯
1
通
。直

接
持
ち
込
む
場
合
は
、官
製
は
が
き

可
）に
住
所・氏
名・電
話
番
号・返
信

用
の
あ
て
先
を
書
き
、２
月
11
日

（
祝
）必
着
で
同
プ
ラ
ザ（
〒
２
７
２・ 

０
０
２
２
鬼
越
2
の
18
の
17
）。2
月

12
日（
日
）午
後
２
時
リ
サ
イ
ク
ル
広

場
で
公
開
抽
選
会

☎
３
３
５・９
９
５
１
同
プ
ラ
ザ

上
を
迎
え
る
、健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
方

☎
３
２
６・７
０
０
０
同
セ
ン
タ
ー

平
田
事
務
所

マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
に
向
け
た

長
期
修
繕
計
画・修
繕

積
立
金
等
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会

2
月
19
日（
日
）午
後
1
時
30
分

〜
5
時

船
橋
市
中
央
公
民
館（
船
橋
市

本
町
２
の
２
の
５
）

県
内
の
被
災
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
役
員・居
住
の
方
、セ
ミ
ナ
ー
先
着

１
０
０
人
、相
談
会
先
着
8
組

☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・４
０
１
・ 

０
８
８
８
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

士
会
千
葉
県
支
部
事
務
所

☎
３
３
４・１
３
３
６
地
域
街
づ
く

り
推
進
課

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー・相
談
会

2
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午
／
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
無
料
個
別
相
談
会
、午
後
1
時

〜
２
時
20
分
／
セ
ミ
ナ
ー「
知
っ
て
得

す
る
給
排
水
設
備
の
改
修
ノ
ウ
ハ
ウ

〜
老
朽
化
対
策
と
設
備
耐
震
〜
」、

午
後
2
時
30
分
〜
４
時
／
意
見
交

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
移
転

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
3
月
18
日

（
日
）で
業
務
を
終
了
し
ま
す
。家
具

の
引
き
取
り
受
け
付
け
は
２
月
29
日

（
水
）ま
で
で
す
。4
月
1
日（
日
）か

ら
は
市
役
所
分
庁
舎
Ａ
棟
1
階（
南

八
幡
２
の
18
の
９
）に
移
転
し
て
再

開
し
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
利
用
く

だ
さ
い
。　 （
循
環
型
社
会
推
進
課
）

自
然
博
物
館 

臨
時
休
館

展
示
室
整
備
の
た
め
、２
月
21
日

（
火
）〜
24
日（
金
）は
臨
時
休
館
し

ま
す
。な
お
、動
植
物
園・自
然
観
察

園
は
通
常
通
り
開
園
し
ま
す
。

（
自
然
博
物
館
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

新
年
度
入
会
の
説
明
会
を
、３
月
か

ら
開
催
し
ま
す
。希
望
の
方
は
、①
か

②
の
説
明
会
を
受
講
し
、後
日
来
所

の
上
、申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

（
詳
細
は
説
明
会
当
日
に
ご
案
内
）。

①
３
月
５
日（
月
）②
19
日（
月
）い

ず
れ
も
午
後
2
時

市
民
会
館
※
予
約
不
要

市
内
在
住
の
年
度
内
に
60
歳
以

月の市民相談 ※弁護士法律相談の予約は毎週金曜日午前８時４５分から翌
週分を直通電話で受け付けます。※祝日の相談は休みです。

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員
民事
一般

総
合
市
民
相
談
課
☎
３
３
４・１
０
０
2 

予
約・問
い
合
わ
せ

市役所・行徳支所
毎週月～金曜日

8：50～17：00
（受け付け16：30まで）

民事問題に関する一般的な相
談・市政案内

民事
司法書士 市役所 27（火） 13：00～17：00

（受け付け16：30まで）
相続の手続き、借金の整理、貸金、借地
借家、成年後見など<認定司法書士>

民事
行政書士

市役所 13（火） 13：00～17：00
（受け付け16：30まで）

相続、遺言書、契約書、官公
庁提出書類の作成など行徳支所 なし

行政
市役所 26（月） 13：00～15：00

（受け付け14：30まで）
国、特殊法人などへの苦情や
要望〈行政相談委員〉行徳支所 なし

登記
市役所 7（水） 13：00～16：00

（受け付け15：30まで）
不動産登記、会社登記、境界問題
など〈司法書士・土地家屋調査士〉行徳支所 21（水）

不動産
取引

市役所 5（月）、19（月） 13：00～16：00
（受け付け15：30まで）

土地・建物の売買や賃貸などの
トラブル〈宅地建物取引主任者〉行徳支所 12（月）

弁護士
法律

予約制

市役所 １（木）、９（金）、１５（木）、１６
（金）、２１（水）、２３（金）、２９（木）、３０（金） 13：00～16：00

相続・遺言、損害賠償、金銭貸
借、離婚などのトラブル

〈弁護士〉行徳支所 ９（金）、１５（木）、２３（金）
司法書士

法律
予約制

市役所 ７（水）、１４（水）、２１（水）、
２８（水） 17：00～20：00

相続の手続き、借金の整理、
貸金、借地借家、成年後見など

〈認定司法書士〉
税金

予約制
市役所 12（月）

13：00～16：00 相続・贈与・売買など税の相談
〈税理士〉行徳支所 26（月）

交通事故
予約制

市役所 8（木）、２2（木）
10：00～15：00 示談や損害賠償の方法

〈県交通事故相談員〉行徳支所 ２2（木）

相談名 会場・日程 相談時間 相談内容〈　〉は相談員

消費生活

消費生活センター 毎週月～金曜日
（毎月第２・４土曜日は電話相談あり） 10：00～16：00 商品やサービスの苦情と処理

のあっせん
〈消費生活相談員〉行徳支所 第２・４火曜日 10：00～12：00

13：00～16：00
消費生活センター☎３３４-０９９９

多重債務
予約制

消費生活センター8（木）、22（木） 13：00～16：00 多重債務に関する相談
〈弁護士〉消費生活センター☎３３４-０９９９

人権擁護 市役所 14（水） 13：00～16：00
（受け付け15：30まで）

家庭問題やいじめ、いやがらせなど
の悩み〈人権擁護委員、弁護士〉男女共同参画課☎３２２-６７００

建築行政 市役所 毎週月・水・金曜日 9：00～17：00 建築にかかわる民事的な相談
〈建築行政相談員〉建築指導課☎３３４-１４３４

建築紛争
市役所 開発指導課原則水曜日

（要問い合わせ） 9：00～17：00 中高層建築物の建築に伴って
生ずる日照阻害、電波障害、騒
音、振動など開発指導課☎70４-027６

労働 市役所 毎週水曜日 18：00～20：00 労働上のトラブルに関する相談
〈社会保険労務士〉雇用労政課☎704-4131

年金
市役所 27（火） 13：00～16：30

（受け付け16：00まで）各種公的年金について
〈社会保険労務士会〉行徳支所 8（木）

国民年金課☎３３４-１１２７
住宅リフォーム
予約優先

市役所 1（木）、15（木） 10：00～13：00 増改築、修繕など〈市川住宅リ
フォーム相談協議会相談員〉地域街づくり推進課☎３３４-１３３6

あんしん住宅
相談窓口
予約制

市役所 8（木）、15（木） 13：00～17：00 住宅の防災対策について〈あん
しん住宅アドバイザー〉行徳支所 13（火）、27（火）

地域街づくり推進課☎３３４-１３３6

心配ごと 八幡市民談話室 5（月）、19（月） 10：00～15：00
（13：00からは弁護士相談もあり）

日常生活での悩みや困ったこと
など〈民生委員児童委員〉社会福祉協議会☎３２０-４００１

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

ク
リ
ー
ン
ス
パ
市
川
へ

抽
選
で
無
料
招
待

3

①2月12日（日）・
②19日（日）いずれも
午前10時～正午

①中央公民館
②南行徳市民談話室

各先着40人
筆記用具
☎３２０-３３３４映像

文化センター（月曜日
休館）

　市史編さん自然部会ではヒキガエルの産
卵状況を調査しています。市民の皆さんから
確かな情報をいただけるように、カエルについ
ての学習会を行います。

市川のカエルたち
－特にヒキガエルの産卵について－

市
内
在
住（
平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
、市

内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
が
あ
る
）

で
満
20
歳
以
上（
平
成
４
年
２
月
１
日
以
前

生
ま
れ
）の
方

応
募
者
多
数
の
場
合
は

公
開
抽
選
で
当
選
者
を
決
定

２
月
14
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

市
役
所
３
階
第
１
委
員
会
室

☎
３
３
４・１
１
１
０
財
政
課

購
入
申
し
込
み
は

２
月
10
日
金
ま
で

　

詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

市
役
所
、行
徳
支
所
、大
柏
出
張
所
、市
川
駅

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、公
民
館
な
ど
の
市

内
公
共
施
設
と
、千
葉
銀
行（
市
川・本
八
幡・

本
八
幡
南・行
徳・南
行
徳・中
山・高
塚・矢
切

各
支
店
）な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
に
は
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の「
申
し
込
み

は
が
き
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
息
は
、発
行
日
の
翌
日（
４
月
１
日
）起
算

で
、年
２
回（
３
月
31
日
と
９
月
30
日
）銀
行
口

座
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

1月発行の5年利付国債の表面利率に０．１０％上乗せ

３月30日発行の
市川市民まちづくり債の利率が決定

0.40％〔　  〕5年満期の
確定利率

年
利

利用時間 通常の営業時間と同様
（プール、風呂、駐車料金が無料、
飲食とその他の利用は有料）

往復はがきに住所・氏名・返信
用あて先を書き、2月15日（水）まで

（消印有効）にクリーンスパ市川
（〒２７２-００１２上妙典１５５４）　　

☎３２９-６７１１クリーンスパ市
川、☎３２８-２３２６クリーンセンター

　3月7日（水）〜16日（金）の平
日を「市民サービスデー」とし、
市内在住の方を対象に、抽選
でペア750組（1,500人）を無料
招待します（１人１回限り）。な
お、期間中でも一般の利用可。

ク
リ
ー
ン
ス
パ
市
川
へ

抽
選
で
無
料
招
待
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講
座・催
し

読
み
聞
か
せ
講
座（
初
心
者
向
き
）

幼
稚
園
か
ら
小
学
生
に
対
す
る
読

み
聞
か
せ
に
つ
い
て
の
知
識
、選
書
、

読
み
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

３
月
１
日（
木
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

市
内
在
住・在
勤
の
読
み
聞
か
せ

講
座
な
ど
に
参
加
し
た
こ
と
が
な

く
、こ
れ
か
ら
読
み
聞
か
せ
の
活
動

を
予
定
し
て
い
る
方
、抽
選
で
20
人

※
子
ど
も
同
伴
不
可

筆
記
用
具

往
復
は
が
き
に
住
所・氏
名・電
話

番
号
を
書
き
、２
月
13
日（
月
）ま
で

（
消
印
有
効
）に
中
央
図
書
館
内
こ

ど
も
と
し
ょ
か
ん
児
童・青
少
年
サ
ー

ビ
ス
担
当（
〒
２
７
２・ 

０
０
１
５
鬼

高
1
の
1
の
4
）

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

土
偶・土
面
作
り

縄
文
時
代
の
土
偶
作
り
が
体
験
で

き
ま
す
。

第
1
回（
成
形
）／
2
月
19
日

（
日
）・第
2
回（
磨
き
）／
26
日（
日
）・

第
3
回（
焼
成
）／
3
月
25
日（
日
）、

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
昼
食
は
出
ま
せ
ん

考
古
博
物
館
ほ
か

抽
選
で
10
人

８
０
０
円

汚
れ
て
も
よ
い
服
装

往
復
は
が
き
に「
土
偶
・
土
面
作

り
」・住
所・氏
名・電
話
番
号・返
信

用
の
あ
て
先
を
書
き
、2
月
10
日

（
金
）ま
で（
消
印
有
効
）に
考
古
博

物
館（
〒
２
７
２・０
８
３
７
堀
之
内

2
の
26
の
1
）

☎
３
７
３・２
２
０
２
同
館
・
友
の

会親
子
Ｄ
Ｅ
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座　
　

ひ
な
祭
り
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
と

桃
の
節
句
の
お
す
し
。

２
月
19
日（
日
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
父
親

と
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
、先

着
８
組
16
人（
初
め
て
の
父
子
優

先
）１

組
２
，０
０
０
円（
材
料
費
）

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
２
枚
、

ケ
ー
キ
持
ち
帰
り
用
の
袋

２
月
14
日（
火
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

女
性
の
た
め
の
護
身
術
講
座

３
月
１
日
〜
22
日
の
毎
週
木
曜

日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
４
回
の
連
続
講
座
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
10
歳

以
上
の
女
性
、先
着
20
人
※
高
齢

者
、体
の
不
自
由
な
方（
車
椅
子
、松

葉
杖
な
ど
）で
も
参
加
可
。６
カ
月

以
上
未
就
学
児
の
託
児
あ
り（
要
予

約
、定
員
10
人
）

飲
み
物
、タ
オ
ル
、体
を
楽
に
動
か

せ
る
服
装（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、室
内

用
運
動
靴（
靴
下
、ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は

不
可
）

２
月
23
日（
木
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

女
性
の
た
め
の

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
体
験
講
座

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

３
月
６
日（
火
）・13
日（
火
）・21
日

（
水
）、い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
３
回
連
続
講
座
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
女
性
、

先
着
30
人
※
６
カ
月
以
上
未
就
学

児
の
託
児
あ
り（
要
予
約
、定
員
10

人
）２

月
29
日（
水
）ま
で
に
☎
３
２
２ 

・６
７
０
０
同
セ
ン
タ
ー

家
庭
と
学
校
を
結
ぶ

楽
し
い
読
書
講
座
４

講
市
川
民
話
の
会「
市
川
の
民
話
」

２
月
18
日（
土
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

☎
３
０
４・０
３
８
１
市
川
子
ど
も

の
本
の
会（
大
野
）　　

  

（
指
導
課
）

リ・シ
ン
グ
ル
パ
ー
テ
ィ
開
催

未
婚
の
方
や
、配
偶
者
と
の
死
別
や

離
婚
な
ど
で
再
び
独
り
に
な
っ
た
方

を
対
象
に
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

３
月
16
日（
金
）

東
京
タ
ワ
ー
、浅
草
な
ど

市
内
在
住
の
未
婚
で
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
、男
女
各
20
人

５
，０
０
０
円

☎
３
２
０・４
０
０
１
社
会
福

祉
協
議
会

施設名称 具体的な諮問内容 答申（要約） 対応方針（要約）

公園施設

大柏川第一
調節池緑地
ビジター
センター

ビジターセンターの建物
だけでなく、周辺の（北
部）広場や駐車場のエリ
アについても、その広さ
や周辺環境、幹線道路
に面しているといった立
地条件など、同緑地が
持つ特性を有効に活用
し活性化を図るための目
指すべき方向性とその
具体的手法について広
くご意見を伺う。

①施設の目的の明確化 ●自然に親しむことを目的とした、水辺での軽音楽、弾き語
り、詩吟などの利用も可能とする方向で検討すべきである。そうした上で、現状より幅広
い様 な々イベントの開催など、ビジターセンター及び周辺の広場、駐車場エリアを含め
た有効活用策を検討すべきである。

●自然環境創造型施設として整備された経緯を踏まえ、類似施設の事例なども参考
に、有効活用が図れるよう方向性を定めてまいります。 ●その上で、ビジターセンター
及び周辺の広場、駐車場エリアでのイベント開催も含めた有効活用策については、県
など関係機関と協議しながら実施してまいります。

②施設の魅力の向上と利用者の満足度の向上 ●緑地の周囲を一周できる周回路
の整備などを行うべきである。 ●学校や一般利用者・近隣住民にアンケートを取って
ニーズ・課題の把握及び改善を図るべきである。

●棚池周辺を散策できる既存の散策路があるので、より散策が楽しめるものとなるよう
緑地内の案内表示等の工夫を行うなど、段階を踏んで進めてまいります。 ●近隣住民
や施設利用者等を対象にアンケートを実施して、順次、利用者の意向を反映しながら
改善及び満足度の向上を図ってまいります。 ●自然博物館等との連携による自然関
係講座の開催や、展示物・見学プログラム等の拡充など自然環境学習の場としての更
なる有効活用策が考えられるので、関係機関と協議を進め実施してまいります。

③施設の認知度の向上 ●案内板等の表示方法の改善、市公式Ｗｅｂサイトの拡充
やわかりやすい名称への変更を検討すべきである。

●施設への誘導案内板等の表示方法を、利用者にとってよりわかりやすく、利用しや
すいように改善します。 ●市公式Ｗｅｂサイトに、四季折々の情報やイベント案内等の
新着情報などを加え、市民の興味を誘い来場へとつながるよう整備してまいります。 ●
名称の変更、愛称の設定の可否を検討の上決定します。 ●関係機関等とも連携を
図り、また利用者等の意向を参考にしながら認知度の向上を図ってまいります。

貸館施設

地域
ふれあい館

さらなる稼働率の向上策
と地域コミュニティの活
性化を図るために地域
ふれあい館として果たす
べき役割についてご意
見を伺う。

①施設の強みを活かした活用 ●利用者、スタッフを活用して主催講座の実施や、駄
菓子屋や子ども会主催の行事など地域コミュニティ形成に役立つ施策の実施を検討
すべきである。

●各ふれあい館の特性や強みを活かしたイベントを実施できるよう、利用団体、ふれあ
い館配置職員等と協議の場を設け、サークル活動の発表会や展示会などのイベント
を実施してまいります。

②利用者の幅を広げるための工夫 ●一部の館で行っている、壁を提供してサークル
交流コーナーを作ることを、他の館でも検討すべきである。 ●各館の成功事例を他の
館に取り入れることができるような仕組みづくりを検討すべきである。

●各ふれあい館配置職員の代表が集まり、協議をする場を設けてまいります。この様
な協議の場で、各館の事例を共有し、関係職員の活性の場となるようにしてまいりま
す。●サークル交流コーナーを各館に設置いたします。

③長期的な方向性の検討 ●老朽化による維持管理コストの高騰を招く前に、地域
ふれあい館の目的、効率性等を踏まえて、今後の方向性を検討すべきである。

●長期的な方針として、類似目的の集会施設の設置状況、活用状況等を踏まえた施
設の適正配置を検討してまいります。

貸館施設

アイ･リンク
センター

（I-linkルーム
/ホール）

駅前という立地条件を
生かした更なる有効活
用策について具体的な
ご提案を伺う。

①ＰＲの強化 ●駅に近い事や多目的トイレや授乳室、調乳ポット等が用意され障害
者や乳幼児連れでも気軽に来所できるという強みを市民に知ってもらう方策を検討す
べきである。

●チラシの裏面や既設の大型看板等に施設面の強みや利用例などの案内を加え、Ｐ
Ｒ範囲の拡大を図ってまいります。

②市民の利便性の向上と効率性の強化 ●現在の午前、午後、夜間の３コマの貸出
区分を見直し、利用可能コマ数を拡大して市民が利用するチャンスを増やすこと等も
検討すべきである。●現在、受付窓口は行政サービスセンターとは別となっているが、
開館時間が重なっていることが多いので、窓口の一本化を検討すべきである。

●市民が利用するチャンスを増やすことについては、利用者アンケートを行い、その結
果に基づき具体的な検討を進めてまいります。 ●アイ・リンクセンターの受付を市川駅
行政サービスセンターで行うことの可能性について検討を進めてまいります。

貸館施設

八幡
市民談話室

本施設を駅前施設に相
応しいインパクトある機
能を有した施設とするた
めの具体的な手法につ
いてご意見を伺う。

①効果的な周知方法の導入 ●文化・観光情報案内所という機能と市民談話室とい
う名称が一致していないため、市民談話室の名称を実態に沿った名称に変更すること
を検討すべきである。 ●多くの人の目に留まるように、外観部分(外壁)をもっと活用す
ることを検討すべきである。

●市民にわかりやすい愛称の導入を検討してまいります。 ●外壁部分については、現
在、文化情報のＰＲに活用していますが、更に通りがかった市民がわかりやすいように、
入口部分にサインを設置します。

②貸館スペースの拡充 ●6階事務室を移設し集会室とすることが可能か検討すべき
である。

●6階を集会室とするためには、相当の費用がかかることから、今後の利用率の推移
を見ながら検討してまいります。

③長期的展望 ●例えば、地産地消のレストランの設置や、玄関スペースで梨など地
場産業に結びつくものを販売することが可能か否かを含め、今後のあり方について議
論すべきである。

●1階部分に観光案内機能や総合案内情報を提供する機能を備えた施設として整
備していきたいと考えています。 ●市川市の名産品の試食販売などについて、歩行
者の安全確保や近隣商店の意向も調べながら検討してまいります。

貸館施設

南行徳
市民談話室

駅に大変近い場所に位
置していることから、この
立地条件をより生かし、
設置目的に合った更な
る有効活用策、利用率
の向上策についてご意
見を伺う。

①施設の魅力のＰＲ ●防音機能があるなど充実した機能をインターネット等を活用し
て、市民に知らせるべきである。 ●転入者や外国人が多いことから、施設の利用方法
や登録方法が分かるようなパンフレット（外国語対応も）を作成し、周知すべきである。

●施設の強みや利用方法をわかりやすく説明したパンフレットを作成し、公民館や保健
センター、自治会などに配布等を行い、市民により一層知っていただくためのＰＲの強化
を図ってまいります。 ●市公式Ｗｅｂサイトでも、案内を充実させてまいります。

② 施設の積極的な活用 ●インターネットを活用し、既存サークルの活動内容の紹介
を行うことを検討すべきである。 ●外国人との交流の場をつくることを検討すべきであ
る。 ●併設の保健センターを利用する親子連れをターゲットに、親子・子育てサークル
をつくることを検討すべきである。

●利用者サークル名と活動内容を、市公式Ｗｅｂサイトに掲載してまいります。 ●利用
者へのアンケート調査を行い、市民ニーズを把握した上で、談話室の積極的な活用方
法について、具体的な方向性・手法を検討してまいります。

貸館施設

貸館に対する
共通意見

①各施設の特長、目的、対象者を明確にし、各施設の強みのアピール等積極的な利
活用の働きかけを行うことを検討すべきである。

●各施設の特長（設備状況、推奨用途など）を一覧化し、市公式Ｗｅｂサイト上、市民
便利帳、広報などに掲載することにより施設ごとの強みをアピールしてまいります。

②設置目的に応じた運営の工夫と、貸館同士の横の連携を図り成功例を取り入れる
ことを検討すべきである。

●各施設の所管課が情報交換を行うための会議を定期的に実施し、横の連携を深め
てまいります。また、共通のアンケートや利用状況調査を実施し、適宜運営の見直しを
行ってまいります。

③災害時に果たす役割を明確にした上で、非常事態に対応するための｢防災･減災マ
ニュアル｣を整備すべきである。

●各施設が災害時に果たすべき役割については、地域防災計画の見直しの中で検
討してまいります。

④市公式Ｗｅｂサイトでの情報提供や空き部屋検索における問題の改善 ●施設ごと
の情報量の差が大きく、必要な情報が得られない施設がある、施設予約システムは空
き部屋の検索がしにくい、といった問題を改善すべきである。

●市公式Ｗｅｂサイトにおいては、利用者側の視点から必要な情報を網羅した各施設
共通の雛形を作成し、使用することにより情報を充実させ、施設ごとの情報量の差異を
解消してまいります。●集会室、会議室のある施設の一覧を市公式Ｗｅｂサイトに掲載す
ることにより、利用者が希望する施設をスムーズに検索できるようにします。また、現行の
施設予約システムの将来の更改に向けてより使いやすい仕様を検討してまいります。

【附帯意見】●安価な使用料設定により民業を圧迫することがないように配慮すべき
である。また、企業への貸し出しについても再考すべきである。

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。
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リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー

３
月
13
日（
火
）午
前
８
時
45
分

市
役
所
前
集
合（
出
発
は
午
前
９

時
）日

鐵
物
流
君
津
株
式
会
社
環

境・リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
ズ市

内
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方
、

抽
選
で
30
人（
過
去
に
施
設
見
学
会

に
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
方
を
優

先
）往

復
は
が
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１
人
１
枚
）に
、住

所
・
氏
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ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話

番
号・返
信
用
の
あ
て
先
を
書
き
、２

月
20
日（
月
）必
着
で
、循
環
型
社
会

推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
ツ
ア
ー
係

（
〒
２
７
２・０
０
２
３
南
八
幡
2
の

18
の
9
）

☎
３
２
０・３
９
７
１
同
課

わ
た
し
た
ち
の
服
を

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
届
け
よ
う

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
を
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ（
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
）を
通
じ
て
、世
界
中
の

難
民・避
難
民
の
方
々
に
届
け
ま
す
。

※
お
持
ち
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だ
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前
に
、ご
家
庭

で
の
お
洗
濯
に
ご
協
力
お
願
し
ま

す
。し
み
が
つ
い
て
い
た
り
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れ
て
い

た
り
す
る
も
の
は
、工
業
用
繊
維
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

２
月
18
日（
土
）・19（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
５
時

ニッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ　

☎
３
７
８・３
５
５
１
同
プ
ラ
ザ

（
循
環
型
社
会
推
進
課
）

ア
ク
テ
ィ
ブ 

レ
デ
ィ
ー
ス
プ
ラ
ン

ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
／
２
月
22
日（
水
）、

ヨ
ガ
＆
リ
ズ
ム
体
操
／
３
月
７
日

（
水
）、ヨ
ガ
＆
簡
単
ゆ
が
み
チ
ェッ
ク

と
修
正
／
20
日（
祝
）、い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
11
時
30
分（
受
け
付
け
は

30
分
前
）

少
年
自
然
の
家

成
人
女
性
、各
回
先
着
40
人

運
動
着
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、フ
ェ

イ
ス
タ
オ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル
、各
自
飲
み

物
２
月
12
日（
日
）ま
で
に
☎
３
３
７ 

・０
５
３
３
同
施
設

下
総
国
分
寺
跡
現
地
説
明
会

再
調
査
中
の
現
場
を
公
開
し
、成
果

を
説
明
し
ま
す
。

２
月
11
日（
祝
）午
後
１
時
〜
４

時
※
説
明
は
30
分
、3
回
程
度

国
分
5
の
6
の
1（
※
車
で
の
来

場
不
可
）

歩
き
や
す
い
服
装
、靴

☎
３
７
３・２
２
０
２
考
古
博
物
館

大
宮
越
遺
跡
の
現
地
説
明
会

現
在
、校
庭
内
の
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
、古
墳
時
代
〜
奈
良
・
平
安

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘
立
柱
建

物
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
11
日（
祝
）午
前
10
時
〜
午

後
0
時
30
分（
※
雨
天
中
止
）

第
四
中
学
校

☎
３
３
４・１
６
５
８
生
涯
学
習
振

興
課

い
ち
か
わ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
主
催

は
じ
め
よ
う
Ｐ
Ｃ（
講
座
）

（
市
川
市
協
働
事
業
提
案
制
度
）

パ
ソ
コ
ン
操
作・立
ち
上
げ・マ
ウ
ス
操

作・文
字
入
力（
文
書
作
成
）や
文
字

入
力（
確
認
）・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
期

操
作
を
学
び
ま
す
。

１
班
／
２
月
14
日（
火
）・
16
日

（
木
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、２
班

／
２
月
28
日（
火
）・３
月
１
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
、３
班

／
３
月
13
日（
火
）・15
日（
木
）午
前

９
時
30
分
〜
正
午

い
ち
か
わ
情
報
プ
ラ
ザ

各
班
４
人

２
，０
５
０
円（
教
材
費
込
み
）

☎
３
２
６・１
２
８
４
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

市
川
市
薬
剤
師
会
健
康
フ
ェ
ア

か
ら
だ
年
齢
の
検
査
や
口
の
健
康

チ
ェッ
ク
、薬
相
談
を
行
い
ま
す
。

２
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
３
時

市
川
市
薬
剤
師
会（
南
八
幡
３
の

１
の
１
）

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
☎
７
０
０ 

・３
７
０
０
同
会　

  

（
保
健
医
療
課
）

東
京
ベ
イ・浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

開
院
記
念
特
別
講
演

日
野
原
重
明
氏（
聖
路
加
国
際
病

院
理
事
長
）に
よ
る
特
別
講
演

2
月
26
日（
日
）午
後
1
時
30
分

（
開
場
は
午
後
0
時
30
分
）

浦
安
市
文
化
会
館

先
着
１
１
０
０
人

☎
０
４
７・３
５
１・３
１
０
１
同
医

療
セ
ン
タ
ー
総
務
課（
保
健
医
療
課
）

施設名称 具体的な諮問内容 答申（要約） 対応方針（要約）

文化施設

水木邸

資産の保全、文化振興、
運営コストの３者のバラン
スが取れた運営手法に
ついてご意見を伺う。

①民間事業者の活用による魅力的なイベントの開催 ●民間イベント事業者を活用し
て、より集客力のある魅力的なイベントを、現在よりも回数を増やして開催すべきであ
る。

●創作活動の様子や生活面に関する資料等を充実させるとともに、「文学散歩」の拠
点として一層活用します。 ●昔遊び等の体験型イベントを更に企画します。 ●市内の
文芸系団体による催しの場としての活用等を検討します。

②水木氏関連以外の企画展示の実施 ●水木氏を知らない人にも来てもらうため、水
木氏以外の女性脚本家等の企画展示を開催すべきである。 ●（仮称）文学館整備
後は文学館と連携し、相乗効果を図るべきである。

●他の女性作家等、対象範囲を広げた企画を実施します。 ●文学プラザにおける水
木氏が脚本を手がけた映画の監督に関する企画展に連動した展示を行います。 ●グ
リーンスタジオでの水木氏脚本の映画上映会の際に水木邸のアピールを行います。 
●「回遊展in八幡」開催期間中に市民会館で映画上映を行います。

③歳入増と歳出抑制のための様 な々手法の導入●パンフレットへの広告掲載等によ
る歳入確保や、樹木せん定のボランティア化による歳出抑制を検討すべきである。 ●管理運営経費について、現状のコスト構造を精査してまいります。

文化施設

中山文化村
（清華園） コストパフォーマンスの向

上と、中山地区の文化・
観光施設としての効果的
な活用策について、運営
手法等の観点からご意見
を伺う。

①休憩所としての機能の充実 ●現行の案内所機能に加え、休憩所としての使い勝
手や雰囲気の向上により休憩所機能を充実させるべきである。

●中山地区の文化･観光振興の観点から、建物や庭園を地元の関係団体に無償貸
与して案内所･休憩所として活用することを検討します。 ●お茶や和菓子の有償提供
の取り組みについて検討し、地元の関係団体に提案します。 ●案内所・休憩所として
人々に認知してもらえるよう、入口に分かりやすく看板を設置します。 ●イベント等を工
夫してまいります。

②地元団体への無償貸与による運営 ●商店会等地元団体に施設を無償貸与し、
休憩に訪れた来客者に和菓子やお茶を有償で提供できるようにすべきである。

【附帯意見】●地元団体に無償貸与し、街の魅力を高めるために自由な活動をさせら
れないのであれば、施設は処分すべきである。

文化施設

中山文化村
（旧片桐邸）

①建物の解体 ●ばく大な費用をかけて修復するインセンティブがない。倒崩壊リスク
除去のためにも解体をすべきである。 ●東日本大震災後の建物の調査によって、耐震工事を施すと補強箇所が多く昭和

初期の建物の希少性がなくなるという結果も出たことから、建物は解体し、跡地は売却
する方向で検討します。②公園化･庭園化等の跡地利用の検討 ●建物に据え付けられているステンドグラス

等をモニュメントとして設置した公園・庭園化を検討すべきである。
【附帯意見】●寄贈を受けた施設だからといってそのままにするべきではなく、利活用や
処分も含め自由な発想で検討し、実行すべきだ。

文化施設

郭沫若
記念館

回遊性の高い街に所在
するという特性を活かし、
費用を抑制しながら年間
を通じた入場者数の増加
を図る具体的な方策につ
いてご意見を伺う。

①郭沫若記念館を訪れやすくする工夫 ●鉄道会社とのタイアップによる散策コース
の設定、日中友好に貢献した人物の企画展、近隣の芳澤ガーデンギャラリーや須和
田公園との連携した取り組み、人 を々各施設に誘導する街中の公共サインの設置を
行うべきである。 ●中国人留学生によるボランティアガイドの導入、パンフレットの多
言語表記化等を実施すべきである。 ●誰にでも理解しやすく親しみやすい施設名称
に改めることを検討すべきである。

●市川･真間地区のウォーキングコースをＰＲするため、鉄道会社等民間事業者に連
携を呼びかけます。 ●｢ガーデニング･シティいちかわ｣の取り組みの一環として、芳澤
ガーデンギャラリーや須和田公園とともにバラを植える等の取り組みを行います。 ●周
辺に地図を含む公共サインを充実させます。 ●中国語等によるボランティアガイドやパ
ンフレット作成を、大学等の協力を得て実施します。 ●日中国交正常化40周年及び
郭沫若氏生誕120周年を記念したイベントを実施します。

②日中関係団体等との協力 ●イベント開催、パンフレット作成、展示充実、郭氏の調
査研究に際し、日中関係団体等の協力を求めるべきである。

●日中友好に関する団体等の協力を得て、郭沫若氏や楽山市の関連資料を充実さ
せるとともに企画展示を開催します。

博物館

考古博物館
歴史博物館

市民の共通歴史財産の
保存とその有効活用のた
めの方策について、幅広
い視野と多角的な観点か
らのご意見を伺う。

①子どもたちへのより具体的･積極的な教育普及 ●市内全校からの両博物館への
見学や、学校への出張講座等の具体的・積極的な実施を行うべきである。

●市内全小学校からの児童の見学の実施に向けて取り組みます。 ●子どもたちを対
象とした行事・イベントの拡充や博物館のハイキングコースへの組み込みを行います。 
●図書館等における出土品等を展示する出張博物館を実施します。

②学芸員による館内外での普及活動の強化 ●館内での定時開催によるガイドツ
アーや、生涯学習講座への出講、人通りの多い場所での出張展示を実施すべきであ
る。

●館外における講座等に学芸員が出向く機会を増やしてまいります。 ●館内におけ
る展示のガイドツアー等、学芸員と来館者との距離を縮める試みを行います。 ●特定
の参加者に偏ることなく、特に青年･壮年層の参加を促して博物館利用者の裾野を
広げるよう、事業全体を見直してまいります。

③長期的展望 ●将来の施設更新を見据えた、両館の統合や展示場所等にかかる
検討を早期に開始すべきである。

●考古・歴史の両博物館の統合、建替、移転を含めた将来的な博物館のあり方を検
討していきます。

【附帯意見】●学芸員を対象とした行政実務に関する研修等により、市川市立博物
館の学芸員としての職をより高めていただきたい。 ●展示･イベントは学芸員でなく民
間のボランティアやサポーターに協力していただくことはできないか。 ●国指定の貝塚
や古代の遺跡が多い市川市に博物館は是非必要。考古と歴史両館を統合させ、周
辺環境の変化に対応した文教都市市川に相応しい博物館が出来ることを願ってい
る。

博物館

自然博物館

より効果的に運営してい
くための、目指すべき方向
性とその具体的手法に
ついてご意見を伺う。

①動植物園との入館料のねじれ解消 ●有料施設の動植物園内に無料施設の自然
博物館があるという管理運営上好ましくない状況を改善すべきである。

●動植物園の入場窓口において自然博物館だけの入館者を区別する方法について
実施します。

②動植物園との統合、管理一元化 ●管理一元化による運営効率化や市民向け事
業等における相乗効果の増大を図るべきである。また博物館法に基づく登録博物館
から博物館類似施設への移行等も検討すべきである。

●事業の更なる充実を図るとともに、運営効率化を図るため動植物園との管理事務
一本化を検討します。●博物館類似施設等への移行についても検討してまいります。

【附帯意見】●自然博物館のパンフレットに広告を載せるなど企業とのタイアップによ
る一般財源の持出額削減ができるのではないか。

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

　市政戦略会議が市の施設の有効活用策について公開で議論する「施設の
有効活用にかかる公開検討会」が昨年11月19日に開催され、その結果が12月
21日に市長に答申されましたのでお知らせします。市では答申を踏まえて各施設

の今後のあり方について対応方針をまとめ、この方針に基づいて各施設の活
用策などに取り組んでいきます。なお紙面の都合上、要約で掲載しますが、全文
は市公式Ｗｅｂサイトに掲載しております。　　 ☎334-1105行政改革推進課
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２
月
21
日（
火
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

大
野
公
民
館

☎
３
３
８・６
５
９
５
市
川
あ
さ
ひ

荘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
地
域
ぐ
る
み
で
認
知
症
を
理
解

し
よ
う

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜

２
月
22
日（
水
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時

高
谷
自
治
会
館（
高
谷
２
の
12
の

８
）☎

３
２
７・５
４
９
７
ホ
ワ
イ
ト
市

川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
介
護
者
も
健
康
管
理
！
知
っ
て
て

安
心「
脂
質
異
常
に
つ
い
て
」

２
月
22
日（
水
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分

東
部
公
民
館

20
人

☎
３
３
７・１
２
３
２
清
山
荘
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
催
し

◆
知
っ
得
！
介
護
の
知
識「
あ
わ
て

な
い
！
緊
急
時
の
対
応
」

２
月
16
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

市
川
市
医
師
会
館（
真
間
１
の
９

の
10
）

☎
３
７
３・６
５
３
９
国
府
台
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〜
認
知
症
を
理
解
し
よ
う
〜

２
月
17
日（
金
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
３
２
０・３
１
０
５
大
洲
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

〜
入
所
す
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い

こ
と
〜

 

講
座・催
し

消
防
局
の
救
急
講
習

①
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
用
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
０
５
に
基
づ
く
心
肺
蘇
生
法
・

異
物
除
去
法
を
学
び
ま
す
。修
了
者

に
は「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
修
了
証
」

を
発
行
。

２
月
17
日（
金
）・28
日（
火
）、い
ず

れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

②
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

法
・
異
物
除
去
法
を
学
び
ま
す
。修

了
者
に
は「
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
修
了

証
」を
発
行
。

２
月
19
日（
日
）午
前
９
時
〜
正
午

③
外
傷
に
対
す
る
応
急
手
当
講
習

応
急
手
当
て
の
目
的
及
び
重
要
性
、

止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。修
了
者

に
は「
外
傷
応
急
手
当
講
習
修
了

証
」を
発
行
。

２
月
29
日（
水
）午
前
９
時
〜
正

午
消
防
局（
開
始
時
間
の
９
時
を
過

ぎ
て
受
講
、車
で
の
来
場
不
可
） 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学

生
以
上
の
方
、①
②
30
人
③
20
人

動
き
や
す
い
服
装
、筆
記
用
具

2
月
6
日（
月
）か
ら
☎
３
３
３・ 

２
１
１
１
消
防
局
救
急
課（
午
前
９

時
〜
午
後
5
時
）

ア
ク
ス
本
八
幡

先
着
40
人

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

☎
０
８
０・１
２
８
４・２
８
５
６
市

川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会（
土・日
曜

日
は
☎
３
２
０・４
０
０
２
社
会
福
祉

協
議
会
）

家
事・育
児
支
援
の
委
託
事
業
者
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、出
産
後

や
ひ
と
り
親
家
庭
の
家
事
や
育
児

支
援
を
す
る「
市
川
市
産
後
家
庭

訪
問
支
援
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」「
市

川
市
ひ
と
り
親
家
庭
訪
問
支
援
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
」の
委
託
事
業
者
の

募
集
、説
明
会
を
行
い
ま
す
。

３
月
７
日（
水
）午
後
２
時
〜
４
時

市
民
会
館

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、介
護
保

険
法（
平
成
9
年
法
律
第
１
２
３

号
）第
41
条
第
1
項
に
規
定
す
る
指

定
住
居
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

☎
３
３
４・１
３
９
２
子
育
て
支
援
課

 

お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
請
求
に
は

領
収
書
を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、高
額

療
養
費
償
還
払
い
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、申
請
時
に
医
療
機
関
の

領
収
書
が
必
要
で
す
。な
お
、医
療

費
控
除
の
確
定
申
告
を
す
る
場
合

は
、領
収
書
の
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。確
定
申
告
の
際
は
領
収

書
の
原
本
が
必
要
で
す
。

☎
３
３
４・１
４
９
７
国
民
健
康
保

険
課

お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

「
話
を
聴
く
事
」の
基
礎
を
学
び
ま

す
。2

月
9
日（
木
）・16
日（
木
）・23
日

（
木
）・3
月
1
日（
木
）・8
日（
木
）の

全
５
回
、い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

善意の花園
市川市［12月分・敬称略］

【金員】◎株式会社ワイズマート（300,000円）
社会福祉協議会［11月分・敬称略］

【金員】◎社団法人市川青色申告会（30,000
円）◎市川市グラウンド・ゴルフ友愛会（36,800
円）◎大野三丁目万葉グループ（15,500円）◎
大野町３丁目自治会（20,800円）◎大野町四
丁目子ども会育成会（23,635円）◎岡野正由

（5,000円）◎家庭倫理の会市川市（26,973
円）◎昭和学院幼稚園ＰＴＡ（10,000円）◎進
藤幸子（3,000円）◎髙𣘺ふく子（100,000円）
◎竹田かめ乃（2,531円）◎チャリティーカラオ
ケ大会協力者一同（100,000円）◎ドルチア友
の会（74,520円）◎ノンナ・カイ！？（44,950円）
◎和洋学園母の会（50,000円）◎匿名4件

（244,670円）
【物品】◎内籐洋一◎明治安田生命船橋支
部労働組合◎和洋学園母の会◎匿名1件

ご寄付いただき、ありがとうございました。

愛の献血
２月11日（祝）・1２日（日）

　 午前10時～11時45分 
　 午後１時～4時30分

ニッケコルトンプラザ

（保健医療課）

20

※日程・時間については変更・中止
になる場合があります。

■ 急病診療所（内科・外科・小児科）
休日や夜間などの急な病気の初期診療
☎047-377-1222
月～金曜日（外科は除く）午後8時～11時、土曜日 午後8時～11時
日曜日・祝日 午前10時～午後5時、午後8時～11時

■ 休日急病等歯科診療所
休日に痛み出した歯の応急処置
☎047-377-8888
日曜日・祝日  午前10時～午後5時

■ あんしんホットダイヤル（24時間）
急病時の医療機関案内・健康などの相談案内
0120-241-596

■ 消費生活センター
商品やサービス契約についての相談に対応
☎047-334-0999
月～金曜日（来所と電話）
第2・4土曜日（電話のみ）午前10時～午後4時（祝日除く）

■ 子ども家庭総合支援センター（愛称 子ども子育てほっと館）
子育てに関するあらゆる相談に対応
☎047-334-1392

（児童虐待通報は、☎047-334-1391）
月～金曜日  午前9時～午後5時（祝日除く）

■ 少年なんでも相談（少年センター）
悩みを抱える19歳までの子どもと親を応援
☎047-320-3340
月～水・金曜日  午前9時～午後5時（祝日除く）
木曜日  午前9時～午後7時  

■ 地域包括支援センター
高齢者とその家族の身近な相談所
地域包括支援センターあんしん大柏
☎047-303-9555
中部地域包括支援センター
☎047-334-1152
南部地域包括支援センター
☎047-359-1274
地域包括支援センターあんしん市川駅前
☎047-700-5139
月～金曜日  午前9時～午後5時（祝日除く）

■ まちの相談直行便
公的な問題に関する相談に対応
☎047-336-9666（本庁管内） 
☎047-359-1743（行徳支所管内）
月～金曜日 午前8時45分～午後5時（祝日除く）

365日 平日夜間も
小児科外来医が待機

２月１2日（日）
　午前１０時〜午後５時

メディアパーク市川
　２階映像文化センター
　３階文学プラザ

映文フェスタロードショー
上映作品

『欲望という名の電車』
午後2時から約122分（開場

は30分前）
先着220人（午後1時から

整理券配布）
グリーンスタジオ

A☆Bun合唱団
ロビーコンサート

映像文化センターから生まれ
たA☆Bun合唱団のミニコン
サートを行います。

午前11時と午後１時
メディアパレス

映文サポーターズクラブ
活動報告展示会

市民スタッフ育成ワークショップ
「映文サポーターズクラブ」の活
動内容と実績などを紹介します。

いちかわ時の記憶×
いちかわの市史

市川にまつわる様々な写真を
展示・紹介します。

映像でたどる市川の文学
市民が制作した映像作品を上
映します。

午前11時30分と午後２時
30分（開場は30分前）

各回先着46人
ベルホール

映文ヒストリー＆ナウ
映像文化センターと文学プラ
ザの開館、開設当初から今日
までの歴史を紹介します。

往
復
は
が
き
に
行
事
名（
リ
ト
ミ
ッ
ク
は
Ａ
か
Ｂ
も
）と
、参
加
す
る
親
子
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、子
ど
も
の
生
年
月
日
、住
所
、電
話
番
号
、返
信
用
の
あ
て
先
を

書
き
、２
月
14
日（
火
）ま
で（
消
印
有
効
）に
中
央
こ
ど
も
館「
子
育
て
応
援
ホ
リ

デ
ー
」係（
〒
２
７
２・０
０
１
５
鬼
高
１
の
１
の
４
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
内
）。直

接
申
し
込
み
は
返
信
用
の
あ
て
先
を
書
い
た
官
製
は
が
き
を
持
っ
て
中
央
こ
ど

も
館
ま
で
。※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☎
３
２
０・３
３
３
７
中
央
こ
ど
も
館（
月
曜
日
休
館
）

ふれあいリトミック
猪野 純氏（音楽教室講師）
２月26日（日）Ⓐ（１歳向け）:午前

10時30分～11時10分Ⓑ（２歳向
け）:午前11時30分～午後０時10分

１～２歳８カ月の子どもと保護者、
抽選で各回20組

ベビーマッサージ
平田 法子氏（ベビーマッサージ

講師）
２月25日（土）午前10時30分～

11時30分
４カ月～１歳の誕生日をむかえるま

でのと乳児と保護者、抽選で15組

お父さんと遊ぼう
鈴木 美早子氏（スポーツインスト

ラクター）
３月３日（土）午前10時30分～

11時30分
２歳６カ月～就学前の子どもと保

護者、抽選で20組 

講安達直美氏（睡眠改善インストラクター）
２月22日（水）午後２時～４時
健康増進センター研修室
４０人
２月２１日（火）までに☎３３２-４３１２または

直接消費生活センターへ

ぐっすり眠れる習慣づくり
消費生活講座

zzzzz

☎３２０-３３３４ 映像文化センター（月曜日休館）

中央こども館

映文フェスタ
 2012



2012年（平成24年）2月4日　No.1441広報 いちかわ7

やってみよう
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い
ち
か
わ
文
芸

	
	

山
﨑
　
靖
子
　
選

初
か
が
り
鎮
守
の
杜も

り

の
天
焦
が
す

	

稲
荷
木	

中
村
　
幸
子

余よ

所そ

者も
の

と
手
を
か
ざ
し
ゐ
る
焚
火
か
な

	

新
田	

山
口
　
輝
雄

黄こ
う

落ら
く

の
ま
つ
た
だ
中
の
八や

咫た

烏が
ら
す

	

南
大
野	

本
橋
　
忠
一

冬ふ
ゆ

薔そ
う

薇び

老
い
に
は
老
い
の
こ
こ
ろ
ざ
し

	

市
川
南	

山
本
ア
イ
子

補
聴
器
を
つ
け
て
初は

つ

音ね

を
と
ら
へ
け
り

	

八
幡	

長
岡
　
富
子

	
	

神
作
　
光
一
　
選

未
だ
な
お
不
明
の
御
霊
に
鎮
魂
の

鐘
の
音ね

わ
た
る
津
々
浦
々
の

	

東
大
和
田	

田
邊
か
つ
代

眠
り
つ
つ
両
手
を
翳か

ざ

す
み
ど
り
児
の

触さ
わ

れ
ば
開
く
力
あ
る
指

	

宮
久
保	

大
河
内
卓
之

晩
婚
の
息
子
へ
贈
る
冬
苺

ふ
っ
く
ら
描
き
祝
儀
に
添
え
て

	

平
田	

山
﨑
　
蓉
子

ク
リ
ス
マ
ス
祝
ひ
て
直す

ぐ
に
帰
る
娘こ

よ

「
心
に
か
か
る
患
者
が
待
つ
と
」

	

相
之
川	

平
川
　
喜
代

か
ら
す
う
り
赤
く
な
る
の
を
待
ち
か
ね
て

そ
っ
と
手
に
と
る
病
院
帰
り

	

大
町	

高
橋
　
な
か

	
	

岡
本
　
公
夫
　
選

鬼
は
内
用
心
棒
に
し
て
お
く
か

	

原
木	

森
田
八
重
子

留
守
電
の
声一様
に
か
し
こ
ま
り

	

田
尻	

赤
川
　
洵
子

す
な
お
さ
を
教
え
る
嫁
と
婆
ば
の
意
地

	

国
府
台	

黒
田
は
る
子

真
っ
先
に
亭
主
試
食
の
期
限
切
れ

	

中
国
分	

永
井
　
芳
利

来
世
で
も
貴
方
の
妻
に
予
約
席

	

妙
典	

加
藤
有
美
子

このコーナーは１週号に掲載しています。

［
俳
句
選
評
］中
村
さ
ん
、初
詣
の
た
め
に
、

夜
通
し
焚
か
れ
る
篝

か
が
り

火び

。人
々
の
願
い
を

象
徴
す
る
か
の
、勢
い
あ
る
炎
が〈
天
焦
が

す
〉か
ら
窺う

か
がえ

る
。山
口
さ
ん
、新
し
い
住
人

と
焚
き
火
を
囲
む
。そ
の
微
妙
な
心
理
を
、

〈
か
な
〉の
詠
嘆
が
匂
わ
せ
る
。本
橋
さ
ん
、

三
種
の
神
器
の一つ
に「
八や

咫た

鏡か
が
み」が

あ
り
、

八
咫
は
長
さ
、巨
大
の
意
を
以
つ
。銀い

ち
ょ
う杏

な

ど
の
黄
落
と
の
対
象
が
鮮
明
。山
本
さ
ん
、

老
い
て
尚な

お

、志
を
し
か
と
見
習
う
べ
き
日

常
。長
岡
さ
ん
、補
聴
器
を
つ
け
て
こ
の
年
、

初
の
鶯
の
声
を
き
く
。興
味
津
々
の
作
者
。

［
短
歌
選
評
］本
年
も
お
元
気
で
お
す
ご
し

く
だ
さ
い
。そ
し
て
、充
実
し
た
作
品
を
ご

投
稿
く
だ
さ
い
。田
邊
さ
ん
、昨
年
の
三・一一

の
大
震
災
に
対
す
る
作
者
な
ら
で
は
の
お

心
の
こ
も
った一首
と
な
り
得
て
い
ま
す
。読

む
側
に
そ
の
心
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わって
く

る
点
が
大
き
な
長
所
で
す
。大
河
内
さ
ん
、

い
わ
ゆ
る
シ
ャッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
い
い
歌
で

す
ね
。「
か
わ
いい
」と
い
う
抽
象
語
を
使
わ

ず
、具
象
で
と
ら
え
て
い
る
点
が
み
ご
と
で

す
。山
﨑
さ
ん
、母
と
し
て
の
愛
情
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。平
川
さ
ん
、一首
の
持
つ
深
さ

に
魅ひ

か
れ
ま
す
。高
橋
さ
ん
、声
調
の
よ
い

作
品
で
す
ね
。

［
川
柳
選
評
］福
豆
を「
鬼
は
内
」と
撒
い
て

物
騒
な
世
の
用
心
棒
に
し
よ
う
と
す
る
八

重
子
さ
ん
、心
の
中
の
鬼
で
し
た
ら
中
々
深
い

句
で
す
が
。洵
子
さ
ん
の
み
つ
け
は
可
笑
し

い
ほ
ど
の
留
守
電
メッ
セ
ー
ジ
。も
う
少
し
裃

か
み
し
も

脱
い
で
も
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。は
る
子
さ
ん

の
句
、素
直
で
な
い
の
は
どっ
ち
？
そ
れ
だ
か

ら
つい
言
い
合
い
に
な
る
わ
け
で
、意
地
を
通

せ
ば
角
が
立
つ
、ど
う
ぞ
ほ
ど
ほ
ど
に
。「
あ

ら
や
だ
切
れ
ち
ゃって
る
、貴
方
食
べ
て
み
て
」

と
、ど
こ
の
家
庭
で
も
よ
く
見
る
情
景
。芳

利
さ
ん
が「
ど
れ
ど
れ
」と
、お
人
好
し
の
亭

主
を
演
じ
ま
す
。最
後
は
立
春
早
々
ほ
の
ぼ

の
と「
ご
馳
走
様
」の
有
美
子
さ
ん
の
句
。余

程
素
敵
な
ご
亭
主
な
の
で
し
ょ
う
。下
五
の

「
予
約
席
」は
見
事
な
言
葉
選
び
で
す
。

「
い
ち
か
わ
文
芸
」の

掲
載
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

５
月
か
ら「
い
ち
か
わ
文
芸
」の
掲
載
方

法
を
変
更
し
、毎
月
第
１
土
曜
日
発
行
号

に
、俳
句・短
歌・川
柳
を
１
部
門
ず
つ
順
に

掲
載
し
ま
す
。応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

本
紙
３
月
３
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

締
め
切
り
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■ 

は
が
き
１
枚
に
未
発
表
の
も
の
2
作
品（
ふ

り
が
な
）ま
で

■ 

応
募
部
門・住
所・氏
名（
ふ
り
が
な
）・電
話

番
号
を
明
記

■ 

あ
て
先 

広
報
広
聴
課

（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

　

  

締
め
切
り  

毎
月
１
日（
必
着
）

　

  

掲　

  

載  

翌
月
の
第
１
週
号 

☎
３
３
４・１
１
０
６
広
報
広
聴
課 

たのしもう
イベント

ボランティア･フェスタ/2月5日（日）午前10
時30分～午後4時30分/市民会館/市川市ボラン
ティア協会/☎080-1284-2856小林（昼間）
●雛人形と兜の無料講習/2月7日･14日･21日の
火曜日午前9時～正午/信篤公民館/材料費雛人
形6,700円、兜7,000円/押絵木目込みクラブ/☎
378-5296北坂（夜間）
●墨の香展（水墨･墨彩画）/2月8日（水）～12日

（日）午前11時～午後4時30分/八幡市民談話
室/☎372-7579藤間（昼間）
●家族に優しい相続セミナー/2月10日（金）午
後1時30分～3時/文化会館/1,000円（テキス
ト代）/東葛相続相談センター/☎702-7998宮内
（夜間）
●第4回ダンスパーティー/2月12日（日）午後
1時～4時/南行徳市民センター/前売（前日まで）
1,000円、当日1,200円/サークルトム/☎090-
8107-6330オオタ
●IVIS英語公開講座/2月12日（日）午前10時～
正午/男女共同参画センター/市川ボランティア通
訳の会（IVIS）/☎090-2476-1770竹内（昼間）
●友愛チャリティバザー/2月14日（火）午前10時
15分～11時30分/市民会館/市川友の会（市川
方面）/☎326-6255茶谷

江戸の歴史を訪ねて2回/2月17日（金）、3月
23日（金）午後1時～4時/館外/2回で2,000円/さ
ろん和の輪･みやび/☎396-0772和田（昼間）

笑いと健康の体験講座/2月19日（日）午後2
時～4時/南行徳市民談話室/800円/日本和運
動開発協会/☎307-1170杉山
●第16回植物写真展示会/2月21日（火）～26日

（日）午前10時～午後5時（初日正午～）/八幡市

民談話室/市川植物写真クラブ/☎322-0003藤沢
●不登校生高校進学セミナー/2月25日（土）午
前10時～午後1時/八幡市民談話室/日本フリース
クール協会/☎324-2889雨宮

「おいそく」生活体力測定/2月26日（日）午
前10時～午後３時/信篤公民館/健都会/☎090-
9814-4690久保木
●今市川で井上ひさしを読む/2月26日（日）午後
1時30分～4時30分/市川公民館/300円（資料
代他）/市川緑の市民フォーラム/☎373-1971秋元

（夜間）
●第29回フォト鬼高写真展/2月28日（火）～3月
4日（日）午前10時～午後5時 初日午後１時から、
最終日午後４時まで/八幡市民談話室/フォト鬼高
写真クラブ/☎090-4741-7110小松（昼間）

光元和憲講演不登校を語る/3月3日（土）午後
1時30分～4時30分/ボランティア･NPO活動セン
ター隣/800円/クリオネ/☎370-712７千葉（夜間）
●パッチワーク展示会/3月3日（土）～4日（日）午
前10時～午後4時/大野公民館/キルトアヤ/☎
338-0082小澤
●上海の日本式消費文化/3月7日（水）午後6時
10分～7時10分/千葉商科大学/千葉商科大学
経済研究所/☎372-4863浅井（昼間）
●手作り･書･写真の物好展/3月8日（木）～11日

（日）午前10時～午後5時/八幡市民談話室/☎
373-4437金子（昼間）
●貝原益軒養生訓を読む中津/3月10日（土）午
前10時～正午/中央公民館/1,000円/新樹アカ
デミー/☎334-0433石井（夜間）

庭木の手入れ基礎講座/3月13日（火）他午前
9時～午後4時/勤労福祉センター本館他/2,000
円/シルバーボランティアくすの木会/☎326-7000
シルバー人材センター内同講座係（昼間）　
●市民野球大会新規参加募集/2月5日（日）ま
で申し込み（大会は3月25日）/スポーツセンター
/22,000円/市川市野球協会/☎090-8851-
0600武田（夜間）
●森に親しむ講座/4月12日（木）～6月30日（土）
午前10時～正午/市民会館/全6回で5,000円

（保険他）/千葉県森林インストラクター会/☎
444-8272高野

語学・教育
●英会話、TOEIC/月8回毎週月曜日と土曜日午
前10時～午後3時/八幡市民談話室/350円（1
回）/好きなだけ英語会/☎090-2172-7750大道

（昼間）
●パソコンで作品作り他/毎週火曜日午前9時
30分～11時30分/南行徳公民館/月3,000円/パ
ソコン勉強会/☎090-7407-8247岡田（昼間）
●海外で役立英会話初50上/月4回火曜日午後
1時～2時/市民会館/月4,400円/SACHIKO英会
話/☎373-3790平野（夜間）
●女性向け入門初級英会話/月4回金曜日午前
10時～正午（2クラス）/文化会館/入会金1,000
円、月4,000円、教材費6か月1,000円/レイディー
バード/☎090-7005-1271イシバシ
●キラリと光る話し方教室/月1回第2火曜日

午後6時45分～8時45分/行徳公民館/入会金
1,000円、年会費3,000円/キラリ/☎090-9011-
7739稲庭

スポーツ・健康
●新体操/毎週木曜日午後3時～6時30分/ス
ポーツセンター/入会金1,000円、月3,000円/こう
のだいRG/☎080-3120-7819直井（昼間）
●中高年健康太極拳初心者向/月4回木曜日午
前11時～午後1時/スポーツセンター/月2,500円/
太極新生会/☎323-4313高野
●ストレッチ/月2回第2･4水曜日午後2時～3時
30分/曽谷公民館/月1,500円/さくらストレッチ会/
☎090-2532-0959鬼澤
●女子サッカー12歳以上主婦/毎週水曜日午
後7時～9時/市川小学校/月500円/ルージュ/☎
376-1810古屋（夜間）
●太極拳･気功/毎週水曜日午後1時～3時/文化
会館/入会金2,000円、1回900円/本八幡太極拳
倶楽部/☎393-0769堀
●合気道（高校生以上）/月4回水曜日午後7時
15分～8時45分/第一中学校/月3,000円（高校
生2,000円）/国府台合気道クラブ/☎090-7259-
5283日向
●コア･トレーニング/毎週水曜日午後7時15分
～8時45分/男女共同参画センター他/1回800円
/Green Magic/☎090-8300-3947門谷（昼間）

舞踊・ダンス
●社交ダンス/月3回水曜日午後3時～6時/男女
共同参画センター/入会金1,000円、月2,000円/
オレンジ/☎322-7233成瀬
●社交ダンス（初級）/月4回木曜日午後1時～
3時/行徳公民館/月3,500円/スイートピーダンス
サークル/☎080-1262-37３3石川
●社交ダンス（上級）/毎週水曜日午後7時～9
時/男女共同参画センター/入会金1,000円、1回
1,000円/カサブランカ/☎090-7843-8284木村
●社交ダンス/月3回木曜日午後1時～4時/男女
共同参画センター/入会金1,000円、月2,500円/
すずらん/☎333-3150小牧
●クラシックバレエ/毎週水･木曜日午後2時30
分～5時/アイ･リンクホール/月4,000円/クラシック
バレエ赤いくつ/☎080-6607-1620佐藤

音楽・芸能
●謡曲（60歳以上）/月2回第1・3木曜日午前10
時～正午/いきいきセンター鬼越/月2,000円/喜多
流謡曲の会/☎371-9102（清水）
●オカリナ/月2回第1･3月曜日午後1時30分～
3時30分/東部公民館/月1,500円/東風/☎371-
7834吉田（夜間）
●コーラス/月2回第2･4木曜日午前10時～正
午/西部公民館/月3,000円/コール･ジュリアン/☎
090-6503-4660風間（夜間）
●カラオケ/月2～3回日曜日午後1時～5時/大
野公民館/月600円/歌の友の会/☎339-2158辻
井（夜間）
●詩吟（初心者歓迎）/月4回火･木曜日午後1時
～4時他/中央公民館/月1,500円/桜吟会/☎
333-2246野村
●リトミック･2歳〜年齢別/月3回金曜日午後1

時～4時/男女共同参画センター他/月3,500円/
母と子のリズム/☎090-8893-4851福地
●詩吟（60歳以上）/月2回第1･3火曜日午後
1時30分～3時30分/いきいきセンター市川/月
1,200円/詩吟サークル/☎322-5429西村
●詩吟岳風会/月3回第1･2･4木曜日午前9時30
分～正午/いきいきセンター宮久保/年間3,000円
/詩吟同好会/☎372-5697小坂
●詩吟（60歳以上）神風流/月2回第2･4水曜日
午前9時45分～11時45分/いきいきセンター市川
/月1,000円/詩吟同好会/☎372-1117今田
●詩吟（60歳以上）/第2･4木曜日午前、第1･3
木曜日午後/いきいきセンター分館/6カ月2,000円
/詩吟同好会/☎379-1656横江
●詩吟（60歳以上）/月2回第1･3土曜日午前10
時～正午/いきいきセンター福栄/月500円/詩吟
部/☎395-8020浅川（夜間）
●詩吟（60歳以上）陸楓流/月2回第1･3木曜
日午前10時～正午/いきいきセンター日之出/月
1,000円/詩吟同好会/☎397-7833朝日
●詩吟（60歳以上）神風流/月2回第2･4水曜
日午前10時～正午/勤労福祉センター本館/月
1,000円/詩吟同好会/☎373-1675今竹
●ウクレレの学習/月2回第2･4金曜日午後1時
30分～3時30分/菅野公民館/月2,000円/スガノ
ウクレレクラブ/☎373-0230増田

書道・絵画
●書道全般/月2回第2･4金曜日午後4時～8時/
市川公民館/入会金2,000円（小人除く）、月大人
3,000円、小人2,000円/渓声会/☎339-0273傳
谷（夜間）
●水彩画（初心者歓迎）/月2回第2･4金曜日午後
0時30分～4時30分/柏井公民館/入会金1,000
円、月2,000円/彩友会/☎339-1285安部（夜間）
●漢字書道教室/月3回第1～3木曜日午後5時～
8時/教育会館/入会金5,000円、月5,000円（大
人）、3,000円（小中学生）/五華会市川教室/☎
090-3915-1192澤
●絵手紙（要予約）見学可/月2回第2･3水曜日午
前10時10分～11時50分/南行徳市民談話室/月
1,100円/絵手紙同好会/☎397-4739峯崎（昼間）
●水彩画･日本画/月2回第1･3木曜日午前9時
30分～正午/文化会館/月5,000円/月影会/☎
090-9328-2771阿部

その他
●60歳以上高齢者教養講座/月2回第1･3火曜
日午後1時30分～3時30分/中央公民館/前期
3,000円、後期5,000円/市川中央老壮塾（第一
期生組）/☎322-1634齋藤
●きもの着付け/月3回土曜日午前10時30分～
午後0時30分/南行徳公民館/入会金2,000円、
月2,500円/むつみ会/☎396-7816松田
●読書会女性/月2回第1･3木曜日午前10時30
分～午後0時30分/メディアパーク市川/年3,000
円/うずしお読書会/☎357-0260山辺
●囲碁/毎週日曜日と木曜日午後1時～5時/平田
地域ふれあい館/6カ月1,500円/平田・新田囲碁
の会/☎377-4751山口（夜間）

…1％支援制度の支援対象事業

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所市役所講師講内容内

☎334-1106、FAX336-2300広報広聴課

平成23年度分の「仲間募集」は2月4日
（土）で受け付けを終了します。平成24
年度4月からの「市民の広場」は3月1日

（木）から受け付けを始めます。応募には
「平成24年度市民の広場掲載依頼書」
をご使用になり、同署記載の「掲載の決
まり」に従ってお申し込みください。

平成23年度分の仲間募集は
2月4日（土）まで

平成24年度の掲載依頼は
3月1日（木）から
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開催中  5／20 日 まで
文学プラザ企画展「文学の街いちかわ-収蔵品でたどる-」【前期】
同時開催＝生誕100年・今井正の仕事
文学の街いちかわゆかりの文学者や、文学プラザの収蔵品を紹介しま
す。また、同時開催「今井正の仕事」では、今年生誕100年を迎えた映
画監督・今井正を取り上げ、脚本家・水木洋子と共に作り上げた作品
や、その制作秘話を紹介します。／午前10時～午後5時／文学プラザ

開催中  5／20 日 まで
第12回市川手児奈文学賞 入賞作品展
市川を詠んだ短歌・俳句・川柳を全国から募集した市川手児奈文学
賞。一般の部の入賞作品と子どもの部の優秀作品を展示。
午前10時～午後4時／文学プラザ

２／４土

AB-CINEMAS（映文シネマズ）
世界の昔ばなし「うらしま太郎／もも太郎」（アニメ）
偉人紹介「聖徳太子／坂本竜馬」（アニメ）
午前11時と午後2時から約47分（開場は30分前）／メディアパーク市
川2階ベルホール／各先着46人

２／５日

調理室探検-ZOOワンポイントガイド-　
開園25周年記念／午後1時30分／動植物園

2／5日

第12回市川手児奈文学賞贈賞式
市川手児奈文学賞の一般の部の入賞作品と子どもの部の優秀作品に
対して贈賞。／午後1時～3時／メディアパーク市川2階グリーンスタジオ

2／11祝・12 日・18 土・19 日

いちかわ観光・物産案内所の催し
午前10時～午後5時／ＪＲ市川駅北口交番隣
11日（祝）・12日（日）＝福祉団体による工芸品等の販売
18日（土）・19日（日）＝漁業協同組合による地場水産物の販売

2／11祝・12 日・25 土・26 日

水木洋子邸一般公開
「水木洋子の帽子」／午前10時～午後4時

2／12 日・24 金

アイ・リンク スカイコンサート
12日＝午後２時～２時45分、24日＝午後７時～７時45分／アイ・リン
クタウン展望施設（ザ タワーズ ウエスト45階）

2／18 土

AB-CINEMAS（映文シネマズ）
名作劇場「第七天国」（1927年・アメリカ／モノクロ・無声・字幕）
午前11時と午後2時から約118分（開場は30分前）／メディアパーク
市川2階ベルホール／各先着46人

2／19 日

フライングケージのトリたち-ZOOワンポイントガイド-
開園25周年記念。冬はトリたちが色鮮やかになる季節。その魅力を
たっぷりとお伝えします。／午後1時30分／動植物園フライングケージ

2／25 土

アニメワールド「スプーンおばさん」
午前11時と午後2時から約30分（開場は30分前）／メディアパーク市
川2階ベルホール／各先着46人

JCN市川（CATV）

デジタル11ch
 〈広報広聴課〉

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

2月4日（土）〜10日（金） 2月11日（祝）〜17日（金）10：00 12：30
19:00 22：00

放送
時間

特集 特集エ イ ズ 等 性 感 染 症 予 防 啓 発 講 演 会 「 地 産 地 消 」と「 地 産 地 商 」

【芸術祭・文化祭】芸術文化集会シンポジウム
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基調講演 テーマ「大震災一年後の今」　講師 佐々木健氏（岩手県大槌町教育委員会）

シンポジウム 「“生きる”をささえる芸術文化のちから」
コーディネーター 酒井玄枝氏（合唱連盟理事長）
パネラー 土屋金司氏（版画家）、藤田沙知代氏（チーム・ピースレンジャー）、菊地俊輔氏（文化振興財団）

合唱・演奏 市立第二中学校合唱部

【芸術祭・文化祭】芸術文化集会シンポジウム

子
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人
気
の
人
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劇
団

プ
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ク
に
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上
演

絵図に見るいちかわ
―館蔵資料を中心に―

▲上演予定の「ぼちぼちいこか」の一コマ

▲弘化２年（１８４５年）の曽谷村絵図

　市内の歴史的な景観や環境を知るうえで貴重な情
報源となる絵図・地図類、その他市内で把握している資
料を加え、約50点の館蔵の実物や写真パネルを公開。

２月11日（祝）午後１時
　（開場は15分前）

☎３３９・３５５４芸術文化団体協議会
（文化振興課）

文化会館
先着２００人


